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1． この会社が目指す姿が理解できるか 
統合報告書から、フタバ産業(以下フタバ)は、顧客のニーズに応え、地域社会から広い支

持を受け、愛される働き甲斐のある会社を目指していることが伝わった。また、それの実現
のためにグローバル企業化や持続可能性をもつことを中期経営方針としており、将来を見
据えていることが分かった。特に、SDGsに対して非常に重要な課題として扱っていること
が感じられ、フタバが環境面を重視していることが分かった。 
フタバは上のような技術面だけでなく、人間面も大切にしていると捉えられた。統合報告

書から、フタバは自ら考え行動する人材を育成することを目標にしており、顧客に寄り添う
姿勢が見られた。フタバは自動車の製品を扱う企業であり、自動車メーカーからの受注を継
続して得たいと考えていると思われる。 
 
2． この会社の競争優位性が理解できるか 
 フタバの主要産業は、自動車のボデー、内装部品や排気系部品である。現在の日本の輸出
で主要なもので自動車が入ってくることから、その製品を扱うフタバの競争優位性は高い
と考えられる。フタバは技術開発力、モノづくり力に自信をもっており、製品のグリーン化、
軽量化をテーマとしているが、フタバの技術力、実績からこれらの実現も達成されるだろう
と思われる。 
 しかし、地球温暖化対策が各方面でなされている現在、CO2 を排出する自動車は特に製
造元の配慮が必要になってくる。この点が、排気系部品を扱うフタバがもつ重要な課題だと
考えられる。ただ、現在日本含め海外でも EV 車が占める割合はコスト面で多いとは言い切
れない。したがって、自動車の排気ガスをいかに減らし、環境に貢献できるかが問われてい
る。この点でフタバは CO2 排出量の少ない排気系システムの開発を行っており、現在の社
会に対して貢献している。したがって、フタバの競争優位性は自動車製品の面で確保されて
いるといえる。 
 
3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 
 先ほど述べたように、現時点では、フタバは自動車製品メーカーとしての競争優位性を持
っているが、その持続性はないと考えられる。その理由として、EV車の登場が挙げられる。
EV 車は完全に電気のみで走行する自動車で、CO2 排出量は一般の自動車と比較して発電
を含めても 2割程度である。EV車が現在直面している課題である製造時のCO2排出量や、
充電設備の普及、バッテリーの強度増強が達成されたとき、フタバは排気系の競争優位性を



失ってしまうと考えられる。EV 車は台数は少ないものの、年々普及率を上げてきている。
よって、フタバはいずれかは競争優位性を失うといえる。 
 
4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 
 フタバが掲げる目標として、自ら考え行動することがあったが、これは人的資本の価値を
向上させる要因となりうると考える。フタバは、「従業員一人ひとりの成長が企業の発展に
つながる」という考えを持っており、新入社員の教育体系の整備を行っている。また、もの
づくり力を高めるための技能大会を社内で実施するなど、技術者育成を行っており、社員が
自身の人的資本向上に取り組める環境がある。 
 
5．報告書にはどのような改善余地があるか 
 統合報告書を読み、フタバは見えざる資産の可視化ができていると実感した。ただ、政府
が目指す 2035 年までに新車販売での EV 車 100%についての言及があれば、投資家も今後
の投資先としての検討がしやすくなるのではないかと考えた。主要事業である排気系部品
が将来競争優位性を失う危機にあるため、なおさら投資家やステークホルダーにとって必
要なのではないかと思った。フタバは高い技術力を有しており、また新たなことに挑戦する
ことを表明しているのだから、既存の産業に固執せず、新規事業への参入をするなどといっ
た記述もあっていいのではと思った。また、グローバル社会が進展していることから、中期
経営方針であるグローバル企業化への具体的な説明がもっと必要だと感じた。 
 


